
全
会
一
致
を
力
に

党
市
議
団
が
提
案
し
た

「
消
費
税
増
税
に
反
対
す

る
意
見
書
」
は
、
３
月
ま

で
に
消
費
税
増
税
法
案
を

国
会
に
提
出
す
る
と
い
う

野
田
政
権
に
、「
さ
ら
な
る

経
済
の
破
綻
を
も
た
ら
す
」

と
全
会
一
致
で
増
税
反
対

を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、「
消
費
税
増

税
反
対
」
の
請
願
は
不
採

択
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
全
会
一
致
の
決
議

は
画
期
的
な
も
の
で
す
。

こ
の
力
を
市
民
全
体
に

広
げ
て
消
費
税

％
を
必

10

ず
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

６
割
超
の
署
名

羽
黒
地
域
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
保
護
者
会
が
、
有
権
者

の
６
割
を
超
え
る
４
９
１

６
人
の
署
名
を
添
え
て
「
自

校
給
食
存
続
を
求
め
る
」

請
願
を
提
出
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
「
子
ど
も

の
命
を
育
む
理
想
的
な
自

校
給
食
を
守
れ
」
と
奮
闘
。

し
か
し
、
新
政
ク
ラ

ブ
と
政
友
公
明
ク
ラ

ブ
の
反
対
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け

議
会
最
終
日
の

日
、

20

市
当
局
は
追
加
補
正

予
算
を
提
案
し
、
20

〜

㌔
も
離
れ
た
白

30
山
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
搬
送
委

託
契
約
に
着
手
を
決

め
ま
し
た
。

下
水
道
使
用
料

旧
町
村
の
下
水
道

使
用
料
を

立
方
㍍

30

当
た
り
５
０
４
（
朝

日
）
〜
７
６
６
（
羽

黒
）
円
値
上
げ
す
る

条
例
改
正
に
対
し
、

「
市
民
の
暮
ら
し
が

厳
し
い
元
で
更
な
る

負
担
増
と
な
る
資
本

費
の
算
入
は
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
し
て

反
対
し
ま
し
た
。

共
産
党
以
外
は
全

て
賛
成
し
、
５
月
か

ら
値
上
げ
が
押
し
つ

け
ら
れ
ま
す
。

受
診
時
定
額
負
担

党
市
議
団
が
提
案

し
た
「
受
診
時
定
額

負
担
に
反
対
」
の
意

見
書
は
、
市
民
ク
ラ

ブ
（
一
部
）
を
除
く

他
会
派
の
反
対
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
機
関
を
受
診

す
る
た
び
に
窓
口
負

担
に
１
回
１
０
０
円

を
上
乗
せ
し
て
支
払
う
受

診
時
定
額
負
担
の
導
入
は
、

〜

歳
の
医
療
費
窓
口

70

74

負
担
の
２
倍
化
な
ど
と
共

に
、
世
論
の
厳
し
い
批
判

を
受
け
、
野
田
内
閣
は
来

年
度
か
ら
の
実
施
は
見
送

り
ま
し
た
。

し
か
し
、「
社
会
保
障
・

税
の
一
体
改
革
」
の
民
主

党
案
で
は
引
き
続
き
検
討

す
る
こ
と
を
明
記
し
、
導

入
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ

ん
。
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笹 山 一 夫
新形町 2 7 - 1 2
2 3 - 9 4 9 1

加 藤 太 一
稲 生 2 - 6 - 6
2 4 - 5 9 3 5

三 浦 幸 雄
大山 1丁目 25-16
3 3 - 0 0 7 9

関 徹
長者町 11-26
2 4 - 2 4 1 4

加 藤 鉱 一
宝徳仲田 56
6 4 - 3 9 4 1

日本共産党鶴岡市議団の４議席。左から加藤鉱一、関 徹、

加藤太一、三浦幸雄議員（鶴岡市議会・本会議場）

　2011年12月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）

会　　派 無 市民クラブ 共産党 政友公明 新政クラブ

田 石 渡 佐 加 小 中 秋 富 佐 佐 上 齋 本 寒 岡 佐 小 佐 五 山 安 渋 川 神 佐 加 吉 今 野

中 井 辺 藤 賀 野 沢 葉 樫 藤 藤 野 藤 間 河 村 藤 野 藤 十 中 野 谷 村 尾 藤 藤 田 野 村
　 清 洋 峯 山 由 　 　 正 信 文 多 　 新 江 正 博 寺 　 嵐 昭 良 耕 正 　 征 義 義 良 廣

宏 則 井 男 茂 夫 洋 雄 毅 雄 一 一 久 兵 俊 博 幸 佳 聡 庄 男 明 一 志 幸 勝 勝 彦 和 登

加 関 三 加

藤  浦 藤

鉱 徹 幸 太
一 雄 一

郎 衛 一 克 一
羽黒地域ＰＴＡ保護者会の請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● 議

市学校給食センターから羽黒地域への搬送 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 長

旧町村の下水道使用料の値上げ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

受診時定額負担に反対 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ●

証券優遇税制の延長を含む市税条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
は

月

日
か
ら

12

11

30

月

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

12

20
日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
は
、
市
民
の
声
を

代
弁
し
、
要
求
実
現
と
暮
ら
し
守
る
市
政
へ
全

力
を
あ
げ
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員

高
橋
ち
づ
子昨

年
の
大
震
災
と
原

発
事
故
は
、
か
つ
て
な

い
苦
し
み
と
哀
し
み
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

私
は
、
被
災
地
の
議

員
と
し
て
、
震
災
後
51

回
の
国
会
質
問
を
行
い
、

被
災
者
の
思
い
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

少
な
か
ら
ぬ
前
進
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
、

地
元
議
員
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、
「
被
災
者
が
主
役
の

復
興
」
、
一
人
一
人
の
暮
ら
し
と
な
り
わ
い
の
再
建
を

め
ざ
し
ま
す
。

今
年
は
た
た
か
い
の
年
で
す
。

原
発
ゼ
ロ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
。
増
税
と
負
担
増
は
ス

ト
ッ
プ
。
東
北
の
１
議
席
を
必
ず
守
り
、
全
国
の
躍

進
へ
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

下水道使用料は平成24年５月から値上げ
（30立方㍍当たり・消費税込）

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ24 値上額 改定率

鶴岡 5,806円 5,911円 5,911円 0円 0%

藤島 4,410円 5,197円 5,806円 609円 12%

羽黒 4,252円 5,040円 5,806円 766円 15%

櫛引 4,935円 5,145円 5,806円 661円 13%

朝日 4,305円 5,302円 5,806円 504円 10%

温海 5,145円 5,250円 5,806円 556円 11%

※農集排・浄化槽は略　



月

日
の
総
括
質
問

11

30

で
共
産
党
市
議
団
を
代
表

し
、
加
藤
太
一
議
員
は
７

項
目
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者

一
つ
は
、
指
定
管
理
者

制
度
で
の
公
募
と
非
公
募

の
区
別
の
基
準
と
事
業
者

の
評
価
の
問
題
で
す
。

榎
本
政
規
市
長
は
「
公

募
が
原
則
だ
が
、
地
元
団

体
、
地
域
の
産
業
振
興
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
専
門

的
・
高
度
な
場
合
、
保
育

・
福
祉
な
ど
継
続
性
が
必

要
な
場
合
等
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
」
と
答
え
、
実

績
評
価
書
は
議
会
の
要
請

が
あ
れ
ば
提
出
も
検
討
す

る
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ

２
つ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
の
意
思
表
示
を
具
体

的
行
動
で
示
す
べ
き
と
求

め
ま
し
た
。

市
長
は
「
県
の
市
長
会

で
も
反
対
を
表
明
し
て
お

り
、
必
要
が
あ
れ
ば
議
会

と
共
に
政
府
に
要
望
も
あ

り
得
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故

３
つ
は
、
福
島
原
発
事

故
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
生
産
者
が
自
主
的

に
お
こ
な
っ
た
農
作
物
の

放
射
能
検
査
に
対
す
る
助

成
や
損
害
賠
償
へ
の
対
応

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
助
成
は
考
え

て
い
な
い
。
県
全
体
の
賠

償
請
求
の
枠
内
で
支
援
を

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し

た
。

青
年
セ
ン
タ
ー

４
つ
は
、
文
化
会
館
改

築
に
伴
い
、
青
年
セ
ン
タ

ー
廃
止
の
問
題
で
、
若
者

へ
の
総
合
的
支
援
を
求
め

ま
し
た
。

市
長
は
「
勤
労
青
年
教

育
は
中
央
公
民
館
で
行
う

が
、
総
合
的
支
援
に
努
力

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し

た
。

時
間
外
診
療
加
算

５
つ
は
、
病
院
の
時
間

外
診
療
加
算
（
１
件
３
１

５
０
円
以
内
）
に
つ
い
て
、

受
診
抑
制
に
な
ら
な
い
か

と
質
し
ま
し
た
。

黒
井
秀
治
・
病
院
事
業

管
理
者
は
、「
医
師
の
過
重

労
働
と
重
症
患
者
対
応
に

支
障
を
来
す
、『
コ
ン
ビ
ニ

受
診
』
を
控
え
て
も
ら
う

た
め
の
も
の
で
、
受
診
機

会
の
縮
小
に
は
な
ら
な
い
」

と
述
べ
、
加
算
料
を
適
用

し
な
い
基
準
と
し
て
、
①

入
院
、
②
紹
介
状
に
よ
る

緊
急
受
診
、
③
緊
急
処
置

及
び
検
査
、
④
荘
内
病
院

の
医
師
の
指
示
に
よ
る
緊

急
受
診
、
⑤
死
亡
の
５
点

を
上
げ
ま
し
た
。

下
水
道
使
用
料

６
つ
は
、
下
水
道
使
用

料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、

「
設
備
投
資
は
税
負
担
で

維
持
管
理
費
は
使
用
料
で

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
、

こ
れ
以
上
の
資
本
費
の
算

入
は
市
民
負
担
の
限
界
を

超
え
る
」
と
質
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
前
回
改
定
か

ら
４
年
が
経
過
し
て
お
り
、

資
本
費
の

％
算
入
を
目

20

標
と
し
な
が
ら
激
変
緩
和

と
地
域
間
格
差
是
正
を
目

指
し
た
も
の
だ
」
と
答
え

ま
し
た
。

農
地
湛
水
被
害

７
つ
は
、
下
川
地
区
の

農
地
湛
水
被
害
に
つ
い
て
，

「
今
議
会
に
応
急
的
な
対

策
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、

抜
本
的
対
策
の
見
通
し
は

ど
う
か
」
と
質
問
し
ま
し

た
。市

長
は
「
県
と
共
に
、

地
下
水
位
の
観
測
、
２
カ

所
の
ポ
ン
プ
排
水
量
測
定

等
を
行
い
、
平
成

年
度

25

に
は
恒
久
対
策
を
実
施
す

る
た
め
の
補
助
事
業
の
採

択
を
受
け
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

関

徹
議
員

関
徹
議
員
は
２
日
の

一
般
質
問
で
、
が
ん
検

診
の
受
診
率
を
引
き

上
げ
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
自
己
負
担
額
の
軽

減
を
提
案
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
拡
大
を
提
案
。
健
康
福
祉
部
長
は
「
今

年
度
か
ら
『
あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
事
業
』
を

展
開
し
、

時
間
の
相

24

談
体
制
と
月
１
回
の
お

伺
い
コ
ー
ル
も
実
施
す

る
予
定
だ
」
と
答
え
ま

し
た
。

関
議
員
は
続
い
て
、

高
齢
者
へ
の
配
食
や
会

食
な
ど
「
食
の
自
立
支

援
事
業
」
の
実
施
拡
大

を
求
め
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

三
浦
幸
雄
議
員

三
浦
幸
雄
議
員
は
５
日
の
一
般
質
問
で
、
「
大
山
公

園
と
周
辺
の
環
境
整
備
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
北
桜

ケ
丘
・
紅
葉
が
丘
等
に
転
倒
防
止
柵
や
、
か
つ
て
の
園

路
や
作
業
道
の
再
生
、
さ
ら
に
「
上
池
・
下
池
の
水
質

悪
化
対
策
」
と
蓮
の
手
入
れ
、
仮
設
ト
イ
レ
の
常
設
化

を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
８
年
に
公
営
住
宅
法
が
改
正
さ
れ
、
公

営
住
宅
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
市
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
支
援
に
つ
い

て
、
補
正
対
応
と
次
年

度
で
の
予
算
の
拡
充
を

求
め
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

加
藤
鉱
一
議
員

加
藤
鉱
一
議
員
は
２
日
の
一
般
質
問
で
、
長
野
市
な

ど
の
「
都
市
内
分
権
」
を
紹
介
し
、
「
地
域
の
課
題
は

地
域
住
民
の
意
思
で
決
定
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

「
市
の
行
財
政
改
革
は
旧
町
村
の
住
民
に
と
っ
て
、

一
部
の
人
の
審
議
で
決
め
ら
れ
上
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ

る
も
の
と
感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
そ
の
典
型
が
、

羽
黒
地
域
の
自
校
給
食

廃
止
の
方
針
で
あ
り
、

教
育
機
関
と
し
て
の
公

民
館
の
見
直
し
、
住
民

の
自
治
組
織
の
あ
り
方

の
見
直
し
な
ど
で
あ

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

加
藤
太
一
議
員

加
藤
太
一
議

員
は
２
日
の
一

般
質
問
で
、
福

島
原
発
事
故
に

言
及
し
、
「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的

な
導
入
」
に
つ
い
て
、

自
治
体
と
し
て
明
確
な

政
策
と
市
民
に
普
及
す

る
た
め
の
組
織
化
や
、

太
陽
光
発
電
な
ど
に
対

す
る
市
の
補
助
を
求
め

ま
し
た
。

企
画
部
長
は
、
「
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
が
必
要
」
と
述

べ
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
推
進
体
制

の
検
討
」
や
「
市
独
自

の
助
成
は
総
合
的
に
検

討
」
と
答
え
ま
し
た
。
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